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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜実習について＞
・9/2（水）千葉学園の看護学生の実習あり。

＜研修案内＞

・第4回　院内研修

　日時：9月1日（火）17：30～
　場所：メモリアルホール
　テーマ：｢個人情報保護関連｣
　講師：小屋敷 千瑛
＜昇格試験＞
１ 試験日程：８月２６日(水)２７日(木)２８日(金)　
２ 場所： メンタル４階メモリアルホール　【八戸会場】
※試験会場は使用状況にて変更になる場合があります。　あらかじめご了承ください。

３ 試験時間：１７：３０～１８：３０
４ 申込期限：８月３日（月）～８月１０日（月）１７：００
５ 対象職員：中級・上級受験資格者
６ 申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒昇格試験申込
＜看護グループ内研修＞

日　時：8月27日（木）　17：15～17：45

場　所：病院2階　会議室

テーマ:認知症疾患医療センターの役割

対　象：全スタッフ

講　師：赤坂SGM、大川PSW

＜書類等の作成及び点検について＞

『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
・日向端　庸男様　　　・馬場　勝美様　　・小田　タネ様　　・七戸　康徳様　　　
・山地　広人様　　・高山　英佐様　　・松橋　駿様　　・田邊　廣二様
・田端　希依子様　　長谷川　陽一様　・岩渕　さおり様

上記利用者様の担当スタッフは評価を行い、電子カルテにアップロードすること。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜祝日プログラムについて＞
・利用者様から意見聴取中。
　デイケア：じゃがいもを使用した料理、おやつ
　デイナイトケア：和菓子（どら焼き、団子、アンパン、おはぎ、お汁粉、あんみつ）
　　　　　　　　　シャービックの意見が挙がっている。

＜利用者様情報＞

デイケア
・北村　奈美様　～青明舎より情報提供あり。以前より、オンコールへ連絡する頻度が増え、会話も早口になっており、気分高揚さが認められているとのこと。また、服薬時間も日によって差があるため、青明舎スタッフより助言をするが「もう自分で飲めてるもん」と強く否定することもあるとのこと。デイケアにも連絡頻度が増えていることを情報提供している。次回、来所した際や本人より電話連絡があった際に、状況を確認することとし終話している。

・高阪　博英様　～本人より電話連絡あり。数日前より、咳嗽が認められるようになり病院受診をしたとのこと。発熱、倦怠感などのその他症状は無し。受診時、肺炎の可能性は低く、風邪ではないかと説明があったとのこと。新型コロナウイルスに関する検査も未実施であり、咳止めが処方となったと話している。本人より「身体は元気だけど周りのことを考えると、咳をするのもな」と周囲を配慮した発言が聞かれており、本日は休養を取ることとしている。上記の為、本日はデイケア欠席としている。
・中村　与一郎様～GH世話人からご本人に代わって電話連絡あり。引き続きスタッフへのイライラが続いており、電話を掛けた際のスタッフに「暴言を言ってしまう」「イライラしてしまう」との理由で本人からの電話連絡はない。電話連絡の内容としては、アップルハートに行き話を聞くためデイケア欠席したいとの事である。その為本日はデイケア欠席となっている。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～来所後、9：30階段扉の方へ歩いており、声を掛けると「お腹が痛い、帰る」と言いながら、ドアの方へ歩いて行くため、静養室での休養を勧めると、9：40より休養している。1時間経つため体調確認の声掛けすると、マスクを着用し布団を首元まで掛けている為、水分補給を促し麦茶を飲んでいる。その後もドアの方向へ向かうことがあり、声掛けに「なんだかパッとしないから、青風荘に帰りたい。」と話す為静養室を利用しながらでも過ごして欲しい事を伝えると応じている。
・大下　良悦様　～青風荘より情報提供あり。昨日帰荘後、ウェストポーチの修繕の為裁縫道具を使用していたが、返却時縫い針が1本不足しており、探すも見つからず「初めからありませんでした」と話していたとのこと。

ショートケア
特記事項無し。

